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100万市民と仙台市医師会を結ぶ情報誌

仙台市医師会 検 索

配布用です。
ご自由にお持ち
帰りください
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平
成
25
年
４
月
、
仙
台
市
泉
区
八
乙
女
に
﹁
仙
台
市
医
師
会
看

護
学
校
﹂
が
開
校
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
青
葉
区
大
手
町
の
宮
城
県
医
師
会
館
内
に
あ
っ
た

﹁
仙
台
市
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院
﹂
と
﹁
同
附
属
高
等
看
護
学

院
﹂
が
統
合
さ
れ
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
学
校
で
す
。

明
る
く
清
潔
感
の
あ
る
新
校
舎
に
は
、
各
種
実
習
室
、
図
書
室
、

講
堂
兼
体
育
場
な
ど
を
完
備
。
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
未
来
の
准

看
護
師
・
看
護
師
た
ち
に
、
充
実
し
た
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
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延床面積…5,740.57㎡ 規　　模…地上5階
構　　造…鉄筋コンクリート造（一部 鉄骨造）

ACCESS
地下鉄八乙女駅より徒歩12分

●機械室

4F ●視聴覚教室　●調理実習室　●演習室　●教室

3F ●講堂・体育場　●図書室　●演習室　●教室

2F
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●基礎看護実習室　●成人看護実習コーナー
●母子看護実習室　●教室

1F ●ラウンジ ●会議室　●事務室
●学生ホール ●研究室　●教員室
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看
護
学
校
の
変
遷

仙
台
市
医
師
会
は
、
昭
和
27
年
に
﹁
准
看

護
婦
養
成
所
﹂︵
後
に
﹁
附
属
准
看
護
学
院
﹂

と
校
名
変
更
︶、
昭
和
50
年
に
﹁
附
属
高
等
看

護
学
院
﹂
を
開
校
し
ま
し
た
。
以
来
、
９
２

０
０
人
以
上
の
准
看
護
師
、
１
４
０
０
人
以

上
の
看
護
師
を
送
り
出
し
、
地
域
医
療
を
支

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

校
舎
は
、
長
ら
く
宮
城
県
医
師
会
館
︵
青

葉
区
大
手
町
︶
の
フ
ロ
ア
を
借
用
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
教
室
・
実
習
室
が
手
狭

に
な
り
、
設
備
の
老
朽
化
も
深
刻
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
医
師
会

は
平
成
６
年
か
ら
検
討
を
始
め
、
平
成
16
年

に
は
﹁
看
護
学
院
将
来
構
想
検
討
委
員
会
﹂

を
設
置
。
泉
区
八
乙
女
に
新
校
舎
を
建
設
す

る
計
画
が
進
む
予
定
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
准
看
護
師
制
度
の
見

直
し
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
経
済
的
事
情

か
ら
、
一
転
し
て
学
校
の
存
続
そ
の
も
の
が

議
論
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

新
築
か
、
廃
校
か

平
成
22
年
３
月
、
こ
れ
以
上
は
問
題
を
先

送
り
で
き
な
い
と
、
医
師
会
の
最
重

要
事
業
と
し
て
、﹁
看
護
学
院
新
築
移

転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
﹂
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

執
行
部
が
存
続
の
意
向
を
代
議
員

会
に
諮
り
、
同
年
６
月
、
よ
う
や
く

新
築
移
転
の
方
向
性
が
決
定
し
ま
し

た
。
医
師
会
の
先
生
方
も
﹁
地
域
医

療
を
担
う
、
優
秀
な
看
護
師
の
養

成
﹂
と
い
う
本
校
の
特
性
に
、
存
続

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ら
し
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
て

新
し
い
学
校
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
こ
れ

ま
で
夜
間
３
年
だ
っ
た
高
等
看
護
学
校
を
、

昼
間
２
年
に
変
更
し
ま
し
た
。
看
護
に
求
め

ら
れ
る
レ
ベ
ル
は
、
年
々
上
が
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
看
護
教
育
が
さ
ら
に
専
門
化
し

て
も
、
こ
の
建
物
な
ら
十
分
に
対
応
が
で
き

ま
す
。

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
自

身
、
長
年
看
護
学
校
の
運
営
に
携
わ
り
、

﹁
こ
の
学
校
の
良
さ
は
、
何
よ
り
教
員
の
質

で
あ
る
﹂
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
教
育
熱

心
で
人
物
も
素
晴
ら
し
い
教
員
、
そ
し
て
恵

ま
れ
た
環
境
。﹁
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
看
護

学
校
﹂
と
、
自
負
し
て
い
ま
す
。

震
災
の
た
め
、
一
年
遅
れ
の
開
校
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
間
考
え
た
の
は
、
学
ん
で

い
る
准
看
護
師
が
い
て
、
ベ
ッ
ド
も
あ
る
の

だ
か
ら
、
﹁
緊
急
時
、
仙
台
北
部
の
医
療
拠

点
と
し
て
機
能
で
き
な
い
か
﹂
と
い
う
ア
イ
デ

ア
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
、

地
域
医
療
に
貢
献
す
る
看
護
学
校
の
充
実

を
、
今
後
も
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❷

地
域
医
療
に
貢
献
す
る
人
材
育
成
の
モ
デ
ル
校
に

特
集 新生「仙台市医師会看護学校」

仙台市医師会　会長 永井　幸夫
（永井小児科医院　院長）
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❸

よ
う
こ
そ
新
入
生
諸
君

平
成
25
年
４
月
10
日
、
仙
台
市
医
師
会
看

護
学
校
の
第
一
回
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、
附

属
看
護
学
校
の
新
た
な
歴
史
が
幕
を
開
け
ま

し
た
。
准
看
護
学
科
︵
通
算
63
回
生
︶
100

人
、
看
護
学
科
︵
同
39
回
生
︶
40
人
の
新
入

生
は
、
終
始
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、

来
賓
と
保
護
者
の
皆
様
に
温
か
く
見
守
ら

れ
、
す
が
す
が
し
い
雰
囲
気
の
中
で
式
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
、
附
属
看
護
学
校
問
題
は
、

仙
台
市
医
師
会
に
と
っ
て
長
年
の
懸
案
事
項

で
し
た
。
歴
代
の
会
長
が
重
要
案
件
と
し
て

取
り
組
ま
れ
、
準
備
を
重
ね
ら
れ
た
結
果
、

こ
の
度
、
永
井
幸
夫
会
長
の
下
で
﹁
仙
台
市

医
師
会
看
護
学
校
﹂
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る

こ
と
と
な
り
、
よ
う
や
く
開
校
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
５
階
建

て
の
広
々
と
し
た
建
物
で
、
自
然
光
が
降
り

注
ぐ
明
る
い
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
教
室
、
基
礎
看
護
・
成
人
看
護
・
在
宅
看

護
・
母
子
看
護
の
各
実
習
室
、
図
書
室
、
講

堂
兼
体
育
場
、
視
聴
覚
教
室
、
ラ
ウ
ン
ジ
な

ど
充
実
し
た
施
設
を
備
え
て
い
ま
す
。

自
慢
の
講
師
、
実
習
病
院
・

実
習
施
設
で
す

本
学
校
の
講
師
は
、
経
験
豊
富
な
専
任
教

員
に
加
え
、
仙
台
市
内
の
大
学
等
教
育
機
関

所
属
の
先
生
方
、
さ
ら
に
仙
台
市
医
師
会
員

に
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
外
来
診
察
後
に

駆
け
付
け
、
指
導
し
て
く
だ
さ
る
医
師
会
の

先
生
方
か
ら
は
、﹁
か
か
り
つ
け
医
﹂
と
し
て

誓いの言葉

仙台市医師会看護学校　
学校長 長野　正裕
（長野内科胃腸科　院長）
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迎
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迎
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実
践
に
即
し
た
講
義
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。実

習
に
つ
い
て
も
、
市
内
有
数
の
病
院
、

施
設
が
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

多
忙
な
看
護
業
務
の
間
に
、
学
生
た
ち
の
教

育
に
尽
力
し
て
い
た
だ
け
る
、
有
難
い
協
力

者
で
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
こ
こ
数
年
、
准
看
護
師
試

験
は
100
％
、
看
護
師
国
家
試
験
は
95
％
か
ら

100
％
の
合
格
率
と
、
大
変
よ
い
成
績
を
修
め

て
い
ま
す
。

２
年
後
の
羽
ば
た
き
に
向
け
て

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
卒
業
生
た
ち

が
、
各
病
院
・
診
療
所
で
不
眠
不
休
の
活
動

を
続
け
た
こ
と
、
勤
務
外
に
お
い
て
も
、
避

難
所
で
率
先
し
て
看
護
・
救
護
業
務
に
当
た

っ
た
こ
と
を
耳
に
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
﹁
本

学
校
の
誇
り
﹂
と
、
胸
を
張
っ
て
言
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
准
看
護
師
・
看
護
師
と
し
て
羽

ば
た
く
在
校
生
た
ち
に
も
、
そ
う
あ
っ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後
は
、
医
療

現
場
で
市
民
の
皆
様
と
接
す
る
機
会
も
あ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
﹁
地
域

医
療
に
貢
献
し
た
い
﹂
と
頑
張
っ
て
い
る
彼

ら
・
彼
女
ら
に
、
よ
り
一
層
の
エ
ー
ル
を
お

送
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

❹

特
集 新生「仙台市医師会看護学校」

学校長挨拶
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恵
ま
れ
た
環
境
と
講
師
陣

仙
台
市
医
師
会
看
護
学
校
の
新
築
開
校
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
明
る
く

広
々
と
し
た
建
物
、
充
実
し
た
施
設
。
看
護

師
を
目
指
す
人
た
ち
に
と
っ
て
、
申
し
分
の

な
い
環
境
で
す
。

先
生
方
も
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。
仙
台
オ
ー
プ
ン
病
院
か
ら

も
、
日
本
看
護
協
会
の
認
定
看
護
師
を
、
講

師
と
し
て
派
遣
し
て
い
ま
す
。
皆
、
そ

の
道
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
り
、
﹁
自

分
も
将
来
こ
う
な
り
た
い
﹂
と
、
お
手

本
に
な
る
よ
う
な
看
護
師
ば
か
り
。
こ

の
よ
う
な
先
生
方
と
共
に
学
べ
る
の

は
、
大
変
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

学
生
に
は
﹁
恵
ま
れ
た
環
境
で
し
っ

か
り
勉
強
し
、
立
派
な
看
護
師
に
な
っ

て
欲
し
い
﹂
﹁
新
し
い
建
物
に
魂
を
入

れ
て
欲
し
い
﹂
と
、
願
っ
て
い
ま
す
。

理
想
に
燃
え
た
学
生
時
代

私
も
こ
の
学
校
の
卒
業
生
の
一
人
で
す
。

在
学
時
は
、
仙
台
オ
ー
プ
ン
病
院
が
開
院
し

て
数
年
目
。
﹁
新
し
い
病
院
の
理
想
﹂
に
燃

え
る
若
者
た
ち
が
、
昼
は
精
一
杯
働
き
、
夜

に
な
る
と
﹁
少
し
で
も
学
ん
で
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
し
た
い
﹂
と
、
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
社
会
経
験
の
あ
る
学
生
な
ら
で
は

の
悩
み
も
あ
っ
て
、
お
姉
さ
ん
の
よ
う
な
先

生
方
が
、﹁
何
で
も
相
談
し
て
﹂
と
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。

社
会
人
・
男
性
の
増
加

当
院
は
、
仙
台
市
医
師
会
看
護
学
校
の
実

習
病
院
の
一
つ
で
す
。
実
習
生
を
受
け
入
れ

る
立
場
と
な
り
、
最
近
感
じ
る
の
は
、
社
会

人
や
男
性
の
入
学
が
増
え
て
い
る
こ
と
で

す
。も

ち
ろ
ん
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
看
護
の
道
を

目
指
す
方
も
い
ま
す
が
、﹁
大
学
卒
業
後
、
新

た
に
看
護
を
学
び
た
い
﹂
﹁
社
会
で
キ
ャ
リ

ア
を
積
ん
だ
後
、
医
療
職
を
目
指
し
た
い
﹂

と
い
う
人
が
、
確
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

人
そ
れ
ぞ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ

り
ま
す
が
、
今
か
ら
医
療
職
を
目
指
す
人
に

と
っ
て
、
こ
の
学
校
が
有
力
な
選
択
肢
に
な

る
の
は
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
看
護
学
校
の
門
出
に
エ
ー
ル

看護学校の指導者と病院スタッフによる「実習調整会議」

仙台オープン病院　
遠藤　貞子 看護部長 

❺
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❻

特
集 新生「仙台市医師会看護学校」

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

Campus

知識だけあっても、看護師にはなれません。学校生活や実習を
通して、一番大事な“人との関わり方”を学んでいきます。

口腔ケアと点滴の同時処置
実習。複数の患者に対しス
ムーズに対応できるように。

どの表情も真剣
そのもの。

休み時間のだんらん
も大切な

ひとときです。

Life
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東京で仕事をした後、仙台の実家に戻ってきました。進路を考えた時に浮かんだの
は、ずっと看護師として働いてきた母の姿。母も准看護学院の卒業生で、「この学校
はいいよ」と薦めてくれました。ここで尊敬できるステキな先生に出会い、看護学校
の先生になる道も考え始めています。

看護学科　1年　藤島　明美 さん　

病院で介護福祉士として働くうち、自分にできる範囲を広げたくなり、准看護師資
格を取りました。今は週末に仕事、平日に看護師になる勉強をしています。実習で行
った脳神経外科の分野にも興味があるし、震災当時何も貢献できなかったので、地
元・石巻の力になりたい思いもあります。

看護学科　1年　木村　光幸 さん　

昼間働き、夜勉強するのは、やはり大変です。でも、勉強したことが実際の現場でリ
ンクして、「ああ、こういうことだったんだ！」と分かった時は、うれしいですね。こ
れから実習を通して、自分にどの分野が向いているか、見極めていきたいです。

看護学科　2年　菊地　巴 さん　

大好きだったおじいちゃんがお世話になった、疼痛緩和ケア。その認定看護師にな
るのが目標です。職場で終末期の患者さんやご家族の方と接する時、自分には何がで
きるのか、いつも考えさせられます。仕事との両立は大変ですが、“看護観”という点
で、とても実りある学びになっています。

看護学科　2年　佐藤　恵理子 さん　

福祉の仕事をしています。介護職ではできない処置ができるので、看護師の資格を
取ろうと思っています。働きながら学ぶのは難しい部分もありますが、覚えたことが
実際の現場ですぐに役立つので、張り合いがあります。

看護学科　3年　阿部　真二 さん　

産婦人科に勤めています。助産師の資格を取るため、勉強中です。仕事柄、生命の
誕生にぐっとくる場面も多く、自分には母性看護の道が合っていると思うのですが、
「地元・石巻のために働きたい」「緩和ケアも学びたい」など、やりたいことはたく
さんあります。

看護学科　3年　松川　由希子 さん　

年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。
年齢、経歴はさまざまですが、高い目的意識と向上心を共有する学生たちに、
「ここで学ぶ理由」「将来の夢や目標」を聞きました。

❼
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特
集 新生「仙台市医師会看護学校」

以前は、旅行会社に勤めていました。たまたま学校説明会の案内を目にした時、
「看護もサービス業、自分に向いているのでは」と、直感しました。久しぶりの学校
生活は、ただただ楽しい！　息子が２人いて、家事や育児と両立できそうなカリキュ
ラムだったことも、踏み出す決め手になりました。

准看護学科　1年　若林　真由美 さん　

大学の経済学部を出て、証券マンを目指していましたが、同じ働くなら人のために
役立つ仕事をしたいと思い、学び直すことを決心しました。自分にどれだけのことが
できるか、まだわかりませんが、想像以上に奥の深い世界なので、今は学びたい気持
ちでいっぱいです。

准看護学科　1年　計
�
良
�
智也 さん　

昨年、大腸がんで主人を亡くしました。訪問看護の先生や看護師さんに助けられ、
自宅でみとったのですが、「私に専門知識があれば、もっとできることがあったのに…」
と、何度も涙しました。きちんと勉強して、主人にはできなかったことをしたい、
最終的には訪問看護の道に進みたいです。

准看護学科　1年　渡� あすか さん　

消防士をしていました。救急隊として医療現場に携わる場面が多く、「知識を増や
し、救急搬送された方など、急性期の患者さんの力になりたい」と思うようになりま
した。年齢的、経済的なこともあり、まずはここで准看護師資格を取り、働きながら
学びたいと思います。

准看護学科　2年　大友　剛
��
さん　

人と接する仕事が好きで、飲食店に勤めていました。24歳で看護に方向転換したの
は、やはり震災の影響が大きいです。1年の後期から実習が始まり、ますますやりが
いを感じています。この学校にはモチベーションの高い方が多く、とても刺激になり
ます。

准看護学科　2年　長谷川　尚平 さん　

高校の時、留学先の海外で体調を崩し、たまたま隣家に住むドクターに、献身的に診
ていただいたことがありました。その時の感動、そしてドクターの助言もあり、海外で
の医療活動を希望するようになりました。「国境なき医師団」か「青年海外協力隊」で活
動したい。目標に向かって、医療は学校で、語学は子どもと一緒に自宅で猛勉強中です。

看護学科　1年　黒須　宏美さん　

12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice12voice学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー学生インタビュー

❽
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❾

健康のワンポイント

アドバイス
健康のワンポイント

アドバイス

夏
か
ぜ
の
特
徴

ウ
イ
ル
ス
に
は
季
節
性
が
あ
り
ま
す
。
気

温
・
湿
度
の
低
い
冬
季
に
活
発
化
す
る
﹁
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
﹂
と
は
反
対
に
、
高
温
多
湿
を
好

む
の
が
﹁
エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル
ス
﹂
や
﹁
ア
デ
ノ

ウ
イ
ル
ス
﹂
で
す
。

こ
れ
ら
が
原
因
の
、
夏
に
か
か
り
や
す
い
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
﹁
夏
か
ぜ
﹂
と
呼
び
、
そ
の

代
表
的
な
疾
患
が
﹁
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
﹂﹁
手
足

口
病
﹂﹁
咽
頭
結
膜
熱
︵
プ
ー
ル
熱
︶﹂
で
す
。

一
度
か
か
れ
ば
免
疫
が
で
き
ま
す
。
ま
た
症

状
が
出
ず
、
い
つ
の
間
に
か
免
疫
を
持
っ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
多
い
疾
患
で

す
が
、
大
人
で
も
感
染
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
は

変
化
し
ま
す
の
で
、
型
が
違
え
ば
毎
年
か
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
一
昨
年
は
手
足
口
病
に
新
し
い
型

が
出
ま
し
た
。
入
院
し
た
子
ど
も
か
ら
感
染
し

た
親
も
症
状
が
出
て
、
足
の
裏
一
面
の
水
泡
で

歩
け
な
く
な
っ
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。

安
静
と
水
分
の
補
給
を

夏
か
ぜ
は
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
な
の
で
、
抗
生

物
質
は
効
き
ま
せ
ん
。
治
療
の
基
本
は
、
安
静

と
水
分
補
給
で
す
。
熱
性
け
い
れ
ん
や
、
ま
れ

に
髄
膜
炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
す
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぐ
っ
た
り
し
て
顔
色
が
悪
い
な

貴田岡　節子 先生
（国立病院機構　仙台医療センター　小児科部長）

ど
、
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
時
は
、
診
察
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
熱
や
喉
の
痛
み
で
食
欲
が
落
ち
ま

す
の
で
、
刺
激
の
少
な
い
流
動
食
、
プ
リ
ン

や
ゼ
リ
ー
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
、
食
べ

や
す
い
も
の
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
食
べ
た

が
ら
な
く
て
も
焦
ら
な
い
で
、
水
分
補
給
を

第
一
に
。
水
分
も
取
れ
な
い
場
合
は
、
点
滴

を
し
ま
す
。

咽
頭
結
膜
熱
︵
プ
ー
ル
熱
︶
は
、
39
度
か

ら
40
度
の
高
熱
が
５
日
前
後
も
続
き
ま
す

が
、
治
療
の
基
本
は
同
じ
で
す
。
た
だ
、
気

を
付
け
た
い
の
は
、﹁
溶
連
菌
感
染
症
﹂
な
ど

と
症
状
が
似
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
細
菌

感
染
症
は
抗
生
物
質
を
使
わ
な
く
て
は
い
け

な
い
の
で
、
鑑
別
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
鼻

水
や
喉
の
粘
膜
か
ら
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
か
ど

う
か
わ
か
る
検
査
キ
ッ
ト
が
あ
り
、
15
分
ほ

ど
で
結
果
が
わ
か
り
ま
す
。

治
っ
た
後
も
感
染
対
策

飛
沫
、
接
触
、
便
か
ら
の
感
染
を
予
防
す

る
た
め
、
手
洗
い
を
徹
底
し
ま
す
。

エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
腸
管
で
繁
殖
す
る

た
め
、
便
処
理
の
後
は
念
入
り
に
手
洗
い
し
ま

す
。
２
週
間
く
ら
い
は
便
に
出
ま
す
の
で
、
症

状
が
落
ち
着
い
た
後
も
、
オ
ム
ツ
交
換
の
時
な

ど
は
、
し
ば
ら
く
注
意
が
必
要
で
す
。

夏のウイルス感染症

原　　因
発症時期
感染経路

合 併 症
治　　療

症　　状

ヘルパンギーナ 手足口病 咽頭結膜熱（プール熱）
・アデノウイルス（咽頭、扁桃に感染）
・通年だが、夏に多い
・飛沫、接触

・安静、水分補給（有効な抗ウイルス剤は無い）
・熱性けいれん

・発熱（3～5日間）
・喉が赤くなり、奥の方に
白い水泡ができて痛む
・食欲の低下

・髄膜炎、脳炎

・喉、頬の粘膜、舌、手のひ
ら、足の裏、ひざ、おしり
などに小さな水泡ができる
・発熱は全体の1/3程度

・エンテロウイルス（腸管で繁殖）
・夏季
・飛沫、接触、便から

・肺炎

・39度以上の高熱が続く（5日前後）
・喉が赤くなり、扁桃に白っぽい膿が
できて痛む
・食欲の低下
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ド
ク
タ
ー
訪
問

犬 と一緒に　　　　　

神
��
裕
��
子
�
先生

（泉中央こどもクリニック院長）

現
在
、
４
歳
に
な
る
息
子
の
育
児

奮
闘
中
。
お
母
さ
ん
た
ち
の
大
変
さ

が
、
よ
く
わ
か
り
ま
す︵
笑
︶。
子
ど

も
に
は
あ
り
が
ち
な
こ
と
、
病
気
と

は
全
然
関
係
な
い
こ
と
で
も
、﹁
親
は

わ
が
子
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
や
違

い
が
気
に
か
か
る
﹂
と
い
う
こ
と
も
、

今
は
実
感
と
し
て
わ
か
り
ま
す
。
そ

う
い
う
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
ず
っ
と
犬
の
い

る
生
活
だ
っ
た
の
で
、
結
婚
し
て
す

ぐ
、
パ
ピ
ヨ
ン
を
飼
い
始
め
ま
し
た
。

姉
の
ペ
ギ
ー
は
社
交
的
で
文
化
系
。

面
倒
見
が
良
く
、
息
子
が
泣
い
て
い

る
と
、
教
え
に
来
て
く
れ
ま
す
。
イ

タ
ズ
ラ
さ
れ
て
も
放
っ

て
お
け
な
い
よ
う
で
、

つ
か
ず
離
れ
ず
見
守
っ

て
く
れ
る〝
牧
羊
犬
魂

の
持
ち
主
。
３
年
前
、

急
性
膵
炎
に
な
り
、
食

事
療
法
と
薬
で
治
療
を

続
け
て
い
ま
す
。

妹
の
シ
ェ
リ
ル
は
元

気
な
体
育
会
系
。
子
守

り
は
煩
わ
し
く
て
、
興
味
な
い
み

た
い︵
笑
︶。
姉
妹
で
も
タ
イ
プ
が

全
然
違
っ
て
い
て
、
面
白
い
で
す
。

大澤　寛壽
����

先生
（大澤内科医院院長）

﹁
何
で
も
診
な
け
れ
ば
﹂
と
、
外
傷

の
縫
合
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
今
は
も
う
年
で
す
か
ら
、
各
専

門
の
先
生
へ
の
〝
振
り
分
け
係
〟
で

す︵
笑
︶。
団
地
内
も
高
齢
化
が
進

み
、
認
知
症
の
患
者
さ
ん
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

昔
か
ら
旅
行
が
好
き
で
、
あ
と
少

し
で
全
県
制
覇
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

も
行
き
ま
す
し
、
年
に
一
度
は
病
院

ス
タ
ッ
フ
と
出
か
け
ま
す
。
25
周
年

の
時
は
イ
タ
リ
ア
へ
。
開
院
以
来
ず

っ
と
一
緒
の
看
護
師
さ
ん
も
い
て
、

ス
タ
ッ
フ
の
仲
は
い
い
と
思
い
ま
す

写
真
を
撮
る
の
も
好
き
で
す
。
旅

先
の
ス
ナ
ッ
プ
を
自
分
で
引
き
伸
ば

し
て
、
院
内
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
飾
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
す
る
と
、
患
者
さ

ん
と
の
会
話
も
弾
み
ま
す
よ
。

油
絵
は
、﹁
ド
ク
タ
ー
画
会
﹂
の

先
輩
に
誘
わ
れ
て
、
十
数
年
前
か
ら

始
め
ま
し
た
。
待
合
室
に
あ
る
風
景

画
は
、
五
浦

�
�
�
�
海
岸
と
、
下
北
半
島
の

仏
ヶ
浦
。
ゆ
く
ゆ
く
は
こ
こ
を
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
し
た
い
の
で
す
が
、
い
つ

実
現
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

▲ともに12歳の姉（右）と妹 ▲今年5月に訪れた奈良・東大寺のスナップ

東
京
で
小
児
科
医
と
し
て
勤
務
し

た
後
、
10
年
前
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開

き
ま
し
た
。
仙
台
は
、
夫︵
同
院
医

師
︶の
出
身
地
・
山
形
と
、
私
の
出
身

地
・
秋
田
に
近
く
、
暮
ら
し
や
す
く

て
本
当
に
い
い
街
で
す
。

泉
区
住
吉
台
に
開
院
し
て
、
今
年

で
26
年
目
に
な
り
ま
す
。
自
然
豊
か

な
と
こ
ろ
が
気
に
入
っ
て
、
こ
こ
に

決
め
た
の
で
す
が
、
当
時
は
ま
だ
ク

マ
が
出
る
よ
う
な
山
の
中
で
し
た
。

専
門
は
循
環
器
で
す
。
若
い
頃
は

旅 と写真と油絵と

。

〟
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⓫

上肢血圧に左右差が存在することは知られています。
一般住民に行った疫学調査では、上肢の収縮期血圧が右側は低め、拡張

期血圧が左側は高めに出る、と報告されています。また左右差は、収縮期で10mmHg以下、拡張期
では７mmHg以下である、という報告もあります。高血圧患者に限らず、一般にこの程度の血圧の
左右差は存在します。

原因としては、血管の解剖学的構造による影響、血圧測定環境の影響などが考えられます。
注意が必要なのは、血管障害が原因となるケースです。特に高齢の方は、動脈硬化が進行し、血

管が閉塞する傾向にあります。血管が閉塞すると、その部分から末梢側の血流速が低下し、血圧は
低下傾向を示します。これは右側でも左側でも起こり、閉塞傾向のある方の血圧が低くなります。

問い合わせの方の左右差は、おそらくこの動脈硬化性変化によるものではないかと思われます。
収縮期血圧の差が15mmHgと、通常の左右差以上あるからです。高血圧の治療は、高い方の上肢血
圧値を基準に実施しますが、この方は高い方の収縮期血圧が129mmHgと正常域ですので、高血圧
治療は不要です。
つまり、本ケースの解釈は、「上肢血圧の左右差が10mmHg以上あり、左側上肢血管系に閉塞性

病変が疑われるが、高い方の右側上肢血圧値でも129mmHgと正常レベルである」ということにな
ります。

血管の閉塞が考えられる時は、画像検査（CTやMRI）などで精査します。治療は、原因や閉塞の
程度によります。動脈硬化性閉塞が関係するのであれば、病変の進行を抑制するよう、高脂血症、
糖尿病、高血圧などを正常にコントロールし、血小板の凝集を抑制する治療を実施する場合もあり
ます。左右差が大きな方は、上肢血管の障害だけでなく、全身の動脈硬化の進行も十分考えられま
すので、全身の血管（脳動脈、頸部動脈、冠動脈、下肢動脈
など）の管理も行います。

血圧の左右差の原因としては、他に炎症性血管障害や動脈
解離なども考えられます。この場合は、血管痛などの明らか
な自覚症状があります。上肢末梢の痛み、しびれなどの循環
障害を思わせる症状の有無も重要です。

健康にまつわるご質問がある方は、住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、とじ込みの
はがきでお送りください。なお、採用された方にはクオカードを差し上げます。

※いただいたなかから編集部で選考の上、年2回発行の本誌でご紹介します。
※いただいた個人情報は、掲載に関すること以外には使用いたしません。

〜読者から寄せられたご質問に答えるページです〜

お えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えします答

宏人会中央クリニック 院長
竹内　和久 先生

先日、病院の待合室で血圧を測ったところ、右腕が114〜64、
左腕が129〜66でした。かなり違うようですが、どちらが正し
いのでしょうか？ 薬は飲んでいません。

Ｑ

A

ご質問
募集中
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明治12（1879）年4月、県立宮城病院（後東北大学病院に併合）を設置するとき、時の松平
正直県令と同額の月俸250円で中目斉

���

から招聘された赤星研造は、初代病院長･同付属医学
校長としてその経営を担当した。また直接治療にあたっただけでなく広く地方医学界を牽
引したことでも知られ、近代西洋医学黎明期の当地では忘れることのできない仙台の人と
なった名医の一人であるといえる。南町にあった前身が共立病院（同年5月まで）である仙
台公立病院が発足し、同年7月宮城病院と改称して国分町に移転する。南町の旧施設はその
まま付属医学校となり、同年12月校長を兼務している。
弘化元（1844）年2月福岡藩士の家に生まれた赤星研造は、慶応2（1866）年4月藩命により

ハイデルベルク大学に医術習得のため留学中、明治3（1870）年の普仏戦争の激化で、予期
しないドイツ軍医として従軍せざるをえなくなった。この時の異常な内外傷者の治療と100
体を超える死体解剖の体験が、外科術体得に大きく貢献したようだ。またその後の人生指
針･生活態度にも影響を与えたと思われる。そして同6年予定の学業を終えて帰朝、文部省
７等出仕となり、宮内省侍医を経て、東京帝国大学教授に迎えられる。当時外科の大家と
いわれた三宅秀（東大）・佐藤進（順天堂病院）らと並称され、その後の活躍が嘱望されてい
た。こうした時のたっての仙台からの招聘に応えての来仙であった。
仙台赴任の年10月、県北の若柳町にコレラが発生し蔓延が心配された。赤星は自ら現地

に出張して治療と防疫につくした。そうした献身的な活動は県内医業界の大きな話題とな
った。仙台では治療業務のかたわら県内開業医に働きかけて、医学講談社を組織してい
る。本部を仙台、県下各郡に支部を置き、毎月巡回医学講演を開催しておおいに開業医を
啓蒙啓発、医療技術向上のために寄与した。また医療機関誌も編集発行している。しかし
持病の喘息のため同15年自ら離職、一時筑後の久留米病院長に招かれるが、再度来仙─こ
こでは帰仙といいたい─することになる。国分町、清水小路で開業医として看板を掲げる
こともあったという。そして、登米郡立登米病院に病院長として籍を置いた晩年も、持病
の喘息に苦しめられたようである。
ところで仙台の地に馴染み、そして第二の故里仙台を愛した赤星は明治37（1904）年1月6

日逝去する。享年61。同21年5月仙台日本基督教会（現在の仙台東一番丁教会）で初代牧師
の押川方義から洗礼を授けられ、家族ともどもキリスト者としての生涯を終えた。その回
心の動機は、留学時代の体験と伝道者パームの東北における医療伝道と、その協力者押川
方義（牧師･東北学院校祖）の活躍を身近に知った影響が大きかったからだと思われる。妻
たか（押川牧師から受洗）、仙台生まれの子息の仙太（伝道者･共立女子神学校長･『日曜の
友』編集者）とその妻金成よみき（共に同教会斎藤壬生雄牧師から受洗）はともに北山･輪王
寺墓地に隣接する北山キリスト教墓地の中腹中央部に葬られている。赤星研造之墓碑は赤
星家之墓左側に特別の墓誌もなく静かにこけむしている。（文中敬称略）
（註）なお、赤星研造について弘化3年2月生、明治36年12月逝去とするものがある。

北山キリスト教墓地

輪王寺

北山霊園

赤星研造 墓碑

264

264三条町

北山
1丁目

北山 2丁目

仙台市立
三条中学校

●大法寺

北山キリスト教墓地

JR仙山線 至北仙台

至北山

赤星研造と、北山キリスト教墓地にある墓碑

仙
台
歴
史
を
歩
く

（仙台郷土研究会　伊勢　民夫）

医
学
講
談

医
学
講
談
でで
開
業
医

開
業
医
をを
啓
蒙
啓
蒙
･･赤
星
研
造

赤
星
研
造
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市
民
医
学
講
座
か
ら

C
A
L
E
N
D
A
R

市
民
医
学
講
座

仙
台
市
・
仙
台
市
医
師
会

仙
台
市
医
療
セ
ン
タ
ー・仙
台
市
救
急
医
療
事
業
団

︹
問
い
合
わ
せ
︺仙
台
市
医
師
会

Tel.︵
2
2
7
︶1
5
3
1

仙
台
市
と
仙
台
市
医
師
会
が
共
催
す
る

﹁
市
民
医
学
講
座
﹂
は
、
専
門
分
野
の
第

一
人
者
か
ら
、
わ
か
り
や
す
い
解
説
と
新

し
い
情
報
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
公
開
講

座
で
す
。

開
催
は
毎
月
１
回
、
原
則
13
時
30
分
～

15
時
。
各
回
の
模
様
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
︵
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
仙
台
キ
ャ
ベ
ツ
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
-

Ｖ
︶
で
も
放
送
し
ま
す
。

※
開
催
場
所
は
、
仙
台
市
急
患
セ
ン
タ
ー

・
仙
台
市
医
師
会
館
２
階
ホ
ー
ル
。
聴
講

参
加
は
自
由
で
す
。

仙
台
市
若
林
区
舟
丁
64
l

12

⓭

８
月
22
日︵
木
︶

嚥
下
に
つ
い
て

香
取
　
幸
夫
 先
生

９
月
19
日︵
木
︶

尋
常
性
乾
癬
に
つ
い
て谷

田
　
宗
男
 先
生

10
月
17
日︵
木
︶

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て

飯
島
　
秀
弥
 先
生

み
ん
な
が
知
り
た
い〝
ぜ
ん
そ
く
〟に

関
す
る
知
識
  │
正
し
く
理
解
し
、
発

作
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！
│

︵
４
月
20
日
／
仙
台
赤
十
字
病
院
　
第
一

呼
吸
器
科
部

長
　
三
木
誠

先
生
︶

ぜ
ん
そ
く

の
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
治
療
法
、

予
防
と
日
常

生
活
の
改
善

に
つ
い
て
。

薬
は
、
症
状
が
無
く
て
も
使
用
す
る

も
の
と
、
発
作
が
起
き
た
時
だ
け
使
用

す
る
も
の
が
あ
る
。﹁
吸
入
ス
テ
ロ
イ

ド
薬
﹂
は
気
道
の
炎
症
を
治
療
す
る
薬

な
の
で
、
き
ち
ん
と
使
い
続
け
る
。

﹁
発
作
治
療
薬
﹂
は
一
時
的
に
症
状
を

和
ら
げ
る
が
、
根
本
治
療
で
は
な
い
。

自
分
も
﹁
も
う
一
人
の
主
治
医
﹂
と

な
り
、
発
作
に
つ
な
が
る
原
因
物
質
や

行
動
を
避
け
、
日
常
生
活
を
改
善
し
て

ほ
し
い
。

早
く
治
療
す
れ
ば
長
生
き
で
き
る

│
虚
血
性
心
臓
病
の
今
│

︵
５
月
16
日
／
仙
台
オ
ー
プ
ン
病
院

循
環
器
内
科
部
長
　
加
藤
敦
先
生
︶

﹁
狭
心
症
﹂
は
、
冠
動
脈
が
狭
く
な

る
が
、
心
筋
の
壊
死
は
な
く
、
血
流
が

回
復
す
れ
ば
元
に
戻
る
。
基
本
は
薬
物

療
法
。

﹁
心
筋
梗
塞
﹂
は
、
冠
動
脈
が
閉
塞

し
、
心
筋
に
栄
養
・
酸
素
が
行
か
な
く

な
り
、
命
に

関
わ
る
。
一

刻
も
早
く
受

診
を
。
冠
動

脈
内
に
風
船

を
入
れ
て
広

げ
る
﹁
冠
イ

ン
タ
ー
ベ
ー

シ
ョ
ン
﹂
療

法
に
よ
り
、
死
亡
率
は
大
幅
に
下
が
っ

た
。動

脈
硬
化
の
危
険
因
子
︵
高
血
圧
、

脂
質
異
常
、
糖
尿
病
、
喫
煙
、
肥
満
︶

を
無
く
す
努
力
を
。
特
に
減
塩
と
運
動
。

う
つ
病
に
な
ら
な
い
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

│
そ
れ
で
も
う
つ
病
に
な
っ
た
な
ら
│

︵
６
月
22
日
／
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
原

敬
造
先
生
︶

う
つ
病
に

な
ら
な
い
た

め
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
①
仲

間
・
話
し
相

手
を
持
つ
、

出
か
け
る
、

②
生
活
習
慣

︵
睡
眠
、
運
動
、
飲
食
︶
の
見
直
し
、
③

自
分
を
信
頼
す
る
︵
責
め
な
い
、
比
べ
な

い
、
焦
ら
な
い
︶。

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
ら
、
休
養
・
気
晴

ら
し
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
心
掛
け
る
。
そ
れ

で
も
う
つ
病
に
な
っ
た
ら
、
治
る
病
気
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
適
切
な
精
神
療
法
、

薬
物
療
法
を
受
け
、
十
分
に
休
養
す
る
。

ケーブルテレビ放送番組

ピロリ菌について
8月

にきびについて 

9月

10月

血管内治療について

仙台市医師会では、ケーブルテレビを活用して
医療と健康についての番組を放送しています。

■「緑内障について」
渡邉　亮　先生（6月の放送より）

■「骨粗鬆症について」
中條　悟　先生（7月の放送より）

市民医学講座 1時間番組
■J：COM仙台キャベツ（4チャンネル）
火曜 18:00～ 金曜 12:00～
日曜 20:00～

■CAT‑V（4チャンネル）
火曜 16:00～ 木曜 16:00～

仙台市医師会広報番組
（家庭の医学）30分番組

■J：COM仙台キャベツ（4チャンネル）
月曜 18:00～ 水曜 12:30～
土曜 20:00～

■CAT‑V（4チャンネル）
火曜 10:00～　木曜 10:00～
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役立ててください。こんな行事、あんな行事。仙台市内の医療と保健・福祉

⓮

仙
台
オ
ー
プ
ン
病
院

Ｔ
Ｅ
Ｌ︵
2
5
2
︶1
1
1
1

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

Ｔ
Ｅ
Ｌ︵
2
8
1
︶3
1
9
0

仙
台
市
救
急
医
療
事
業
団

初
期
救
急
医
療
機
関
案
内
電
話
番
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ︵
2
3
4
︶5
0
9
9

Ｆ
Ａ
Ｘ︵
2
１
4
︶5
0
9
7

宮
城
県
地
域
医
療

情
報
セ
ン
タ
ー

仙
台
市
医
療
相
談

コ
ー
ナ
ー

仙
台
市
医
師
会

要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
方
が
、
よ
り
自

立
し
て
家
庭
復
帰
が
で
き
る
よ
う
に
医

療
・
看
護
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
介
護
が
困
難
な
場
合
な
ど

数
日
程
度
の
短
期
入
所
︵
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
︶
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

仙
台
市
救
急
医
療
事
業
団
で
は
、休
日･

夜
間
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
市
内
の
医

療
機
関
の
電
話
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

電
話
受
付
時
間

平
日
　
／
午
後
７
時
〜
翌
朝
７
時

土
曜
　
／
午
後
２
時
〜
翌
朝
７
時

休
日
※
／
午
前
９
時
〜
翌
朝
７
時

※
休
日
↓
日
曜
、国
民
の
休
日
、年
末
年

始
。た
だ
し
、診
療
科
･
時
間
帯
に
よ
り

ご
案
内
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

2
日
ド
ッ
ク

健
診
費
用
 ６
４
、０
５
０
円︵
税
込
︶

●
月
〜
火
コ
ー
ス
、
水
〜
木
コ
ー
ス

午
前
８
時
か
ら
受
付
、
翌
日
午
後
１
時
頃
終
了

●
木
〜
金
コ
ー
ス

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
、

翌
日
午
後
3
時
30
分
頃
終
了

人
間
ド
ッ
ク
の
ご
案
内

当
健
診
セ
ン
タ
ー
は
安
心
し
て
質
の
高

い
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
施
設
と

し
て
、
日
本
ド
ッ
ク
学
会
よ
り
﹁
人
間

ド
ッ
ク
健
診
施
設
機
能
評
価
﹂
に
認
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
病
院
併
設

の
利
点
を
生
か
し
、
受
診
後
の
精
密
検

査
や
治
療
が
必
要
な
と
き
は
当
院
で
お

手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

1
日
ド
ッ
ク

健
診
費
用
 ３
６
、７
５
０
円︵
税
込
︶

●
月
・
火
・
水
・
木
・
金

午
前
7
時
45
分
受
付
、
午
後
１
時
頃
終
了

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

全
大
腸
内
視
鏡
検
査
、ピ
ロ
リ
菌
検
査
、

胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
。
心
臓
超
音
波
検
査
、

動
脈
硬
化
検
査
な
ど
を
ご
用
意
。

大
腸
が
ん
検
診

︵
免
疫
学
的
便
潜
血
反
応
検
査
︶

１
、5
7
5
円︵
税
込
︶

検
診
費
用
 ２
１
、０
０
０
円︵
税
込
︶

検
査
時
間
は
40
分
く
ら
い

レ
ディ
ー
ス
ド
ッ
ク

乳
が
ん
検
診
   ５
、２
５
０
円︵
税
込
︶

子
宮
が
ん
検
診
５
、５
０
０
円︵
税
込
︶

●
火
・
水
の
い
ず
れ
か
午
前
10
時
45
分
受
付

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

１
日
７
時
間
程
度
、
機
能
訓
練
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
日
常
生
活
訓
練
を
行

い
、
食
事
、
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
提
供
日
時

月
曜
日
〜
金
曜
日︵
土・祝
祭
日
を
除
く
︶

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
定
員
40
名

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

施
設
入
所

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
が
自
宅
を

訪
問
し
、
心
身
機
能
の
維
持
・
改
善
と

日
常
生
活
動
作
の
向
上
に
必
要
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
提
供
日

月
曜
日
〜
金
曜
日︵
土・祝
祭
日
を
除
く
︶

宮
城
県
休
日･夜
間
診
療
案
内

24
時
間
対
応
の
電
話
自
動
音
声
と
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
で
、宮
城
県
内
の
休
日
当
番

医
、
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
等
の
診

療
科
目
、医
療
機
関
名
、住
所
、電
話
番

号
、診
療
時
間
を
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

T
E
L︵
２
１
６
︶９
９
６
０

な
お
、
休
日
当
番
医
情
報
や
そ
の
他
の

情
報︵
県
内
感
染
症
情
報
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
情
報
等
︶は
、当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
m
ic.or.jp/

診
療
に
関
す
る
相
談
窓
ロ

医
師
と
医
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
と

が
、共
同
し
て
疾
病
を
克
服
し
、医
師
、

●
受
付
時
間
：
平
日
午
前
９
時
〜
12

時
、
午
後
１
時
〜
３
時
︵
電
話
ま
た
は

面
談
。
但
し
面
談
は
予
約
制
︶
原
則
30

分
以
内
。

●
相
談
内
容
：
医
療
に
つ
い
て
、
ど
こ

に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場

合
や
近
く
の
医
療
機
関
を
知
り
た
い
場

合
等
の
一
般
的
な
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
は
、
専
任
の
看
護
師
が
受
け

て
お
り
ま
す
。
病
気
の
診
断
や
治
療
に

関
す
る
相
談
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

仙
台
市
健
康
福
祉
局
保
健
医
療
課

T
E
L︵
２
１
４
︶０
０
１
８

表紙の言葉 夕方から始まる実習も、表情は真剣です。

宮
城
県
女
医
会

女
性
医
療
相
談

女
性
の
健
康
を
心
身
両
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
女
性
医
師
が
対

応
し
ま
す
。
完
全
予
約
制
で
す
の
で
電

話
を
い
た
だ
い
た
後
、
担
当
者
か
ら
相

談
の
日
時
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
電
話
相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

電
話
受
付

平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

T
E
L
０
９
０
-７
０
７
５
-２
５
２
５

相
談
日
時
 毎
週
土
曜
日︵
完
全
予
約
制
︶

午
後
２
時
〜
午
後
５
時

相
談
会
場
  エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台

※
都
合
に
よ
り
相
談
室
に
来
ら
れ
な
く

な
っ
た
場
合
は
電
話
で
そ
の
旨
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

居
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
豊
齢

Ｔ
Ｅ
Ｌ︵
2
8
1
︶3
1
9
0

居
宅
介
護
支
援
事
業
と
し
て
主
治
医
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ

い
て
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

患
者
間
の
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
こ
と

を
目
的
と
し
て﹁
診
療
に
関
す
る
相
談

窓
口
﹂を
仙
台
市
医
師
会
内
に
設
置
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sendai.m
iyagi.m
ed.or.jp/

脳
検
診︵
M
R
I・M
R
A
︶

健
診
セ
ン
タ
ー
　
人
間
ド
ッ
ク
係

T
E
L︵
２
５
２
︶
１
１
１
１

︵
内
線
３
５
０
１
︶

http://w
w
w
.openhp.or.jp

ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

編集後記
今回は、これまで大手町にある宮城県医師会館のフロアを間借りしていた仙台市医師会

附属の准看護学院と高等看護学院が、仙台市医師会看護学校として統合され、八乙女
に新築移転したことを取り上げました。地下鉄八乙女駅から徒歩12分の新校舎は鉄筋コン
クリートの5階建てで、体育場まである明るく清潔感にあふれた建物です。このようなところで
勉強できる生徒さんたちはたいへん幸せだと思います。特集の中で生徒さんたちに将来の
抱負についてインタビューをしています。年齢、経歴はさまざまですが、皆、目的意識をしっ
かり持ち向上心に満ち溢れています。元気を分けてもらったような気持ちになりました。これ
からの医療の一翼を担う生徒さんたちにエールを送ります。

（仙台市医師会医政広報部　小針　瑞男）

感想・ご意見、投稿をお待ちしています。
「てとてとて」編集部宛お寄せください。

〒984−0806 仙台市若林区舟丁64−12
仙台市医師会 医政広報部 宛

誌名「てとてとて」の意味は、「家族を含めた患者さんと医師、
そして行政の三者の手の強い結びつき」を表しています。

本誌の複写・転載については、仙台市医師会にご相談ください。
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鈴
木
江
美

●
フォ
ト
グ
ラ
ファー／
仙
台
市
青
葉
区
在
住
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36仙台にひらひらと降りた、すずめの舞い !

鮮
や
か
な
法�
�

被�

姿
に
扇
子
、そ
し
て

胸
躍
る
お
囃
子
の
響
き
！

今
年
も
仙
台
青
葉
ま
つ
り
に
市
民
が

酔
い
し
れ
ま
し
た
。

緑
の
市
松
模
様
の
法
被
を
ま
と
っ
た

踊
り
手
た
ち
は
、東
北
薬
科
大
学
病
院
、

雀�
�
�

躍�
�

の
皆
さ
ん
で
す
。

﹁
笑
顔
で
、扇
子
の
色
と
動
き
を
よ
り

き
れ
い
に
お
見
せ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
﹂と
、代
表
で
診
療
放
射
線
技
師
の

佐
藤
咲
子
さ
ん
。は
じ
め
は
少
し
恥
ず

か
し
い
気
持
ち
も
踊
って
い
く
う
ち
に
楽

し
く
な
っ
て
、皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
う
の

が
う
れ
し
く

な
っ
て
く
る

そ
う
で
す
！

沿
道
か
ら
患

者
さ
ん
に
声

を
か
け
ら
れ

る
こ
と
も
。

東
北
薬
科

大
学
病
院
と

し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
の
は
今
年
４
月
。看
護
師
、薬
剤
師
、

臨
床
検
査
技
師
、栄
養
士
、事
務
職
員

の
仲
間
を
中
心
に
、活
動
も
６
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

練
習
は
勤
務
終
了
後
の
夜
、病
院
内

の
リ
ハ
ビ
リ
機
能
訓
練
室
で
行
っ
て
い
ま

す
。病
院
近
く
の
高
砂
市
民
セ
ン
タ
ー

祭
り
で
も
、地
域
の
皆
さ
ん
が
毎
年
雀

躍
の
す
ず
め
踊
り
を
楽
し
み
に
待
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
！

女
性
ら
し
い
し
な
や
か
な
振
り
付
け

を
披
露
し
て
い
き

た
い
と
、次
の
ス

テ
ー
ジ
に
向
け
て

さ
ら
に
す
ず
め

は
舞
い
上
が
り
ま

す
！

古紙配合率100％の再生紙を
使用しています。
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